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常任委員会による行政視察
̓
月
̕
日　

北
海
道
江
別
市

▼
え
べ
ͭ
未
来
ͮ
く
Γ
ビ
ジ
ョ
ン

　

人
口
減
少
を
踏
ま
え
ͨ
情
勢

ʹ
対
応
͠
、
江
別
市
が
目
指
͢

ま
ち
の
姿
ͱ
ͦ
Ε
を
実
現
͢
Δ

ͨ
め
の
基
本
方
向
を
示
͠
ͨ
第

６
次
江
別
市
総
合
計
画

̓
月
10
日　

北
海
道
千
歳
市

▼
防
災
学
習
交
流
施
設

　

�

ủ
そ
ͳ
え
ー
Δ
Ứ

　

災
害
を
ủ
学
ぶ
Ứủ
体
験
͢
Δ
Ứ

ủ
備
え
Δ
Ứ
を
テ
ー
マ
ʹ
、
災
害

の
疑
似
体
験
や
防
災
学
習
を
通

͠
ͯ
、
防
災
ʹ
対
͢
Δ
意
識
を

高
め
Δ
ͨ
め
の
施
設

̓
月
̔
日　

秋
田
県
大
仙
市

▼
英
語
教
育
を
軸
ʹ
し
た

�

　

小
中
学
校
の
連
携

　

文
科
省
ủ
地
域
等
の
課
題
ʹ

応
͡
ͨ
教
育
課
程
研
究
事
業
Ứ

ͱ
͠
ͯ
、
小
中
学
校
ͦ
Ε
ͧ
Ε

１
校
を
指
定
͠
、
小
中
連
携
の

教
育
実
践
研
究
を
行
っ
ͨ
事
業

̓
月
̕
日　

北
海
道
函
館
市

▼
市
民
会
館
等
の
管
理
運
営

　

民
間
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
活
用
͠
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
ͱ
経
費

の
削
減
を
目
的
ͱ
͠
ͨ
指
定
管

理
者
制
度
ʹ
よ
Δ
市
民
会
館
等

の
管
理
運
営

̓
月
̏
日　

福
岡
県
北
九
州
市

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
等
の

�

導
入
と
普
及

　

ủ
北
九
州
市
環
境
未
来
都
市
計

画
Ứ
を
策
定
͠
、
௿
炭
素
ͳ
社

会
ͮ
͘
Γ
ʹ
向
け
ͨ
各
種
施
策

を
展
開
͢
Δ
取
組

̓
月
̐
日　

熊
本
県
八
代
市

▼
や
っ
ち
ろ
認
知
症

�

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
Ϋ
事
業

　

認
知
症
ͳ
Ͳ
ʹ
よ
Γ
徘
徊
の

心
配
の
あ
Δ
高
齢
者
を
関
係
機

関
が
連
携
͠
、
早
期
発
見
・
安

全
確
保
・
家
族
支
援
・
見
守
Γ

ʹ
協
力
͢
Δ
ͨ
め
の
事
業

̓
月
̕
日　

北
海
道
小
樽
市

▼
中
心
市
街
地

�

活
性
化
基
本
計
画

　

中
心
市
街
地
の
ʹ
͗
わ
い
ͮ

͘
Γ
の
ͨ
め
ʹ
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
ʹ
資
͢
Δ
事
業
ͱ
͠

ͯ
、
実
効
性
の
あ
Δ
55
事
業
を

位
置
ͮ
け
ͨ
計
画

̓
月
10
日　

北
海
道
札
幌
市

▼
市
営
住
宅
の
管
理
運
営

　

民
間
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
活
用
͠
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
ͱ
経
費

の
削
減
を
目
的
ͱ
͠
ͨ
指
定
管

理
者
制
度
ʹ
よ
Δ
市
営
住
宅
の

管
理
運
営

総
務
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会


